
<事業の基礎情報>

＜目標・実績に関する情報＞

＜次年度の方向性に関する情報＞

（

　 実績値

団体実績値 （見込み）

実績値 （見込み）

枚

枚

（見込み）

2016年度 2017年度

回

活動指標 区地域ケア推進会議 実績値 4 4 3 回

活動指標 地域ケア圏域会議 実績値 19 14

31

上記の補足事項

□ 事業手法・執行体制 □ その他　）
□ 他事業との統合 □ 事業の廃止 □ 現状維持

数値以外の情報
（参加者の様子や
意見、担当者の感
想、達成感など）

次年度の方針
□ 事業内容の見直し □ 事業規模拡大 □ 事業規模縮

201７年度の
目標の達成状況

区分

達成区分の理由
（区分5、4、
2、1）

数値で把握する
ことが可能な事
業

単位

活動指標 個別ケア会議 実績値 11 11 回

種類 数値指標の内容 2015年度

事業の概要

地域包括ケアシステムの構築を目指して、高齢者が地域の中で安心して、継続して暮らせるよう、高齢
者の地域における課題の抽出や検討、また見守り体制及びネットワークを構築します。
①個別ケア会議は各地域包括支援センターが主体で開催し、関係者・個別ケースの支援内容の検討を通
じて、地域課題の解決や自立支援に資するケアマネジメントを支援、関係機関の役割の明確化と課題解
決のためのネットワークの構築、個別ケースの課題分析の蓄積による地域課題発見を行います。（高
齢・障害課）
②圏域会議は各地域包括支援センターが主体で開催し、個別ケア会議等において抽出された地域課題の
検討や、圏域における多職種連携のための地域包括支援ネットワークの構築、必要な地域資源の開発等
の検討を行います。（地域支援担当）
③区地域ケア推進会議は区役所が主担当となり、地域ケア圏域会議等の報告や日頃の高齢者業務から見
えてきた区内の地域課題を発見し、その検討を通じて関係機関のネットワークを構築するとともに、資
源開発や地域づくり、政策形成を図り、区内の地域包括ケアシステムを構築します。（地域支援担当・
高齢・障害課）

実施根拠
（法令/要綱等）

介護保険法第１１５条の４８第１項、第2項　地域支援事業実施要綱　川崎市地域ケア会議設置運営要綱

201７年度の
取組内容・目標

●個別ケア会議：必要に応じて開催
●地域ケア圏域会議：年２回以上
●区地域ケア推進会議：年３回

第４期多摩区地域福祉計画(主要な取組) 事業シート

事業名称 地域ケア会議（個別ケア会議　地域ケア圏域会議　区地域ケア推進会議）

事業所管課 地域支援担当　高齢・障害課 担当者名 正木 連絡先 66818

資料１２



<事業の基礎情報>

＜目標・実績に関する情報＞

＜次年度の方向性に関する情報＞

（

第４期多摩区地域福祉計画(主要な取組) 事業シート

事業名称 地域介護予防活動支援事業

事業所管課 地区支援担当 担当者名 池上 連絡先 66811

事業の概要

　一般介護予防事業のうち地域介護予防活動支援事業として住民が主体となって行う介護予防活動の支
援や、介護予防活動をサポートするボランティアの育成等を行います。
　また、『川崎市地域包括ケアシステム推進ビジョン』の基本理念である「誰もが住み慣れた地域や自
らが望む場で安心して暮らし続けることができる地域の実現」を目指し、多摩区みんなの公園体操、多
摩区いきいき体操、地区ウオーク等による健康づくり・介護予防活動を通して、自助・互助の促進に取
り組みます。
　具体的な活動：各活動は地域包括ケアシステムの推進において貴重な地域資源でもあることから、運
営に係る相談を随時受け付けるとともに、新規活動の立ち上げ支援を行うほか、活動が継続・発展して
いくよう、区民への広報活動や町会・自治会等へのＰＲをしていきます。
　また、地区担当保健師が各活動場所に出向き、ボランティアや参加者の健康相談・各種情報提供をは
じめ、近隣で気になる（見守りや支援を要する）方の相談を受けるなど、参加者との関わりを通して担
当地区住民の健康支援、地域づくりを行います。
　さらに、活動の継続・発展に向け、ボランティアの方々がモチベーションを維持し、安心して活動し
ていけるよう、学習会や交流の機会を設けます。

実施根拠
（法令/要綱等）

介護保険法、健康増進法、かわさき健康づくり２１等

201７年度の
取組内容・目標

●公園体操・いきいき体操の新規立ち上げ支援
●２０１６年度からの自主運営への切り替えに伴う公園体操・いきいき体操・地区ウオークの運営支援
（各会場の運営相談、市政だより等広報、各種イベント、地縁組織でのＰＲ、必要物品の貸与等）
●各会場での地域情報の共有、健康情報の提供、運営相談・健康相談の実施
●ボランティア養成教室・学習会の開催

201７年度の
目標の達成状況

区分

達成区分の理由
（区分5、4、
2、1）

数値で把握する
ことが可能な事
業

種類 数値指標の内容 20１５年度 201６年度 201７年度 単位

活動指標 多摩区みんなの公園体操 実績値 32 34 団体

団体

活動指標
多摩区健康ウオーク体験教室
（2016～全体ウオーク）

実績値 10 1 回

活動指標 多摩区いきいき体操 実績値 21 24

回

活動指標 ボランティア養成講座・学習会 実績値 1 1 回

活動指標 地区ウオーク 実績値 22 34

数値以外の情報
（参加者の様子や
意見、担当者の感
想、達成感など）

次年度の方針
□ 事業内容の見直し □ 事業規模拡大 □ 事業規模縮

実績値

上記の補足事項

□ 事業手法・執行体制 □ その他　）
□ 他事業との統合 □ 事業の廃止 □ 現状維持



<事業の基礎情報>

＜目標・実績に関する情報＞

＜次年度の方向性に関する情報＞

（

第４期多摩区地域福祉計画(主要な取組) 事業シート

事業名称 多摩区地域自立支援協議会

事業所管課 高齢・障害課 担当者名 根岸 連絡先 66623

事業の概要

 地域自立支援協議会は「障害の有無にかかわらず、国民が相互に人格と個性を尊重し安心して暮らすこ
とのできる地域社会の実現」「全ての国民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人
格と個性を尊重し合いながら共生する社会を実現」を目的として実施しています。法の89条に協議会の
設置が掲げられており、協議会は、関係機関等が相互の連絡を図ることにより、地域における障害者等
への支援体制に関する課題について情報を共有し、関係機関等の連携の緊密化を図るとともに、地域の
実情に応じた体制の整備について協議を行うものとしています。
これに基づき、多摩区地域自立支援協議会は、障害者と家族が地域で安心して生活できるよう、障害に
関する普及啓発、社会資源の開発、支援技術の向上に取り組みます。相談支援事業を始めとする地域の
障害福祉関係機関の連携の強化を目指します。地域課題に基づき、委員会を設置し、平成29年度は児
童、相談支援、広報の3つの委員会での活動を中心に行いながら、全体会議で情報共有を図っていま
す。
平成28～29年の目標を「さらに一歩！地域とのつながり連携深めよう！」と設定し、活動をしていま
す。

実施根拠
（法令/要綱等）

 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総合支援法）89条
多摩区地域自立支援協議会設置運営要綱

2017年度の
取組内容・目標

平成29年度目標：知り合った人たちと次の一歩を進めよう！
●児童委員会：障害児を支援している事業所の集いの開催。課題の抽出や情報交換が行う。
●相談支援委員会：指定特定相談事業所の集いを開催。情報交換、顔の見える関係づくりを通して、区
内の相談支援体制の充実を図る。
●広報委員会：広報誌を年１回作成。普及啓発に向けた取り組みを実施。
●課題整理ワーキング：課題整理票を取りまとめ、分類し、整理する。

2017年度の
目標の達成状況

区分

達成区分の理由
（区分5、4、
2、1）

数値で把握する
ことが可能な事
業

種類 数値指標の内容 2015年度 2016年度 2017年度 単位

活動指標 全体会議の開催回数 実績値 6 6 6 回

回

活動指標 広報紙「たまネット」の作成／配布 実績値 10,000 8,500 7,000 枚

活動指標 委員会活動の実施回数（各委員会） 実績値 60 52 48

枚

　 実績値 （見込み） 枚

　 実績値 （見込み）

団体

数値以外の情報
（参加者の様子や
意見、担当者の感
想、達成感など）

次年度の方針
□ 事業内容の見直し □ 事業規模拡大 □ 事業規模縮

実績値 （見込み）

上記の補足事項

□ 事業手法・執行体制 □ その他　）
□ 他事業との統合 □ 事業の廃止 □ 現状維持



<事業の基礎情報>

＜目標・実績に関する情報＞

＜次年度の方向性に関する情報＞

（

第４期多摩区地域福祉計画(主要な取組) 事業シート

事業名称 精神保健福祉連絡会議

事業所管課 高齢・障害課 担当者名 根岸 連絡先 66623

事業の概要

　平成14年度から「多摩区地域保健推進会議」を発足したのが始まりで、ストレス／メンタルヘルス関
連の問題に地域全体として取り組む必要性があるという共通認識のもと、精神保健福祉活動の関係機関
のネットワーク構築と地域における精神保健に関する課題の普及啓発／対策検討などを活動目的として
います。平成18年度からは「健康づくり推進会議」を経て、平成20年度からは現在の「多摩区精神保
健福祉連絡会議」として活動している。医療、保健、福祉、教育等の各分野からなる委員が、こころの
健康のための地域ネットワークを構築し、情報交換や交流を図りながら、地域の精神保健の課題を共有
するとともに課題解決に向けて、普及啓発を主とした講演会等の事業を開催しています。
　今年度は過去２年間テーマとした「児童・思春期のメンタルヘルス」を引き続きテーマとし、保護者
にとって、具体的でわかりやすい内容の講演会を実施します。講演会を実施するうえで、効果的に行え
るように講演会部会、広報部会を設置し、活動します。
精神保健の普及啓発については、障害に関する普及啓発を行う会議も設置されていることもあり、今後
本会議の見直しを諮る予定です。

実施根拠
（法令/要綱等）

精神保健福祉法、地域保健法

2017年度の
取組内容・目標

児童・思春期のメンタルヘルスについての普及啓発を行う。
●児童・思春期におけるメンタルヘルスについての講演会を開催。
●講演会のチラシの裏に相談機関を掲載し、小中学校の全生徒、家庭数に配布。

事務局機能についての話し合いを実施。

2017年度の
目標の達成状況

区分

達成区分の理由
（区分5、4、
2、1）

数値で把握する
ことが可能な事
業

種類 数値指標の内容 2015年度 2016年度 2017年度 単位

活動指標 本会議、講演会部会、広報部会の回数 実績値 10 12 10 回

回

活動指標 広報紙の作成／配布 実績値 16,100 15,000 15,000 枚

成果指標 講演会の参加者数 実績値 130 90 80

枚

　 実績値 （見込み） 枚

　 実績値 （見込み）

団体

数値以外の情報
（参加者の様子や
意見、担当者の感
想、達成感など）

次年度の方針
□ 事業内容の見直し □ 事業規模拡大 □ 事業規模縮

実績値 （見込み）

上記の補足事項

□ 事業手法・執行体制 □ その他　）
□ 他事業との統合 □ 事業の廃止 □ 現状維持



<事業の基礎情報>

＜目標・実績に関する情報＞

＜次年度の方向性に関する情報＞

（

上記の補足事項

□ 事業手法・執行体制 □ その他　）
□ 他事業との統合 □ 事業の廃止 □ 現状維持

団体

数値以外の情報
（参加者の様子や
意見、担当者の感
想、達成感など）

次年度の方針
□ 事業内容の見直し □ 事業規模拡大 □ 事業規模縮

実績値

枚

　 実績値 枚

実績値

11 回

回

活動指標 広報誌の作成及び区町内会・自治会への配布 実績値 6,000 回

活動指標 運営委員会の開催 実績値 1 2 1

2017年度の
目標の達成状況

区分

達成区分の理由
（区分5、4、
2、1）

数値で把握する
ことが可能な事
業

種類 数値指標の内容 2015年度 2016年度 2017年度 単位

活動指標 「パサージュ・たま」の開催 実績値 11 11

事業の概要

　平成２０年度から、障がい福祉に関する理解と関心を深めるために年11回、区役所総合庁舎1階アト
リウムで開催しています。障がいに関する活動をしている団体・作業所等が運営を担当し、活動紹介、
普及啓発活動、相談コーナー、作業実演、展示等を行っています。また、広報については市政だより、
区ホームページやチラシ等により開催日を周知し広く区民に来場を呼び掛けています。

実施根拠
（法令/要綱等）

パサージュ・たま実施要項

2017年度の
取組内容・目標

●多摩区役所１階アトリウムでの開催（年１１回の開催）
●「パサージュ・たま」運営委員会の開催（平成２９年度は１回開催）

第４期多摩区地域福祉計画(主要な取組) 事業シート

事業名称 パサージュ・たま

事業所管課 地域ケア推進担当 担当者名 三田 連絡先 66806



<事業の基礎情報>

＜目標・実績に関する情報＞

＜次年度の方向性に関する情報＞

（

第４期多摩区地域福祉計画(主要な取組) 事業シート

事業名称 多摩区こども総合支援連携事業

事業所管課 地域ケア推進担当課 担当者名 伊藤 連絡先 66806

事業の概要

　区内のこども・子育てに係る関係機関・市民活動団体、行政等実施機関のネットワークを形成し、相
互の連絡調整機能の強化を図ります。
　地域の子育て支援団体や関係機関等と「多摩区こども総合支援連携会議」を開催し、区内の子育てに
係る課題の共有や施策事業の検討等を通して、合意形成のもと「多摩区こども支援基本方針」に基づ
き、地域全体で子育て支援に取り組む地域づくりを推進していきます。

実施根拠
（法令/要綱等）

多摩区こども総合支援連携会議設置要領

2017年度の
取組内容・目標

●地域全体で子育て支援に取り組む地域づくりの推進
　多摩区こども総合支援連携会議２回開催
●地域会議を開催（５地区各１回）
　５地区に分けて、各地区の実務担当者の顔と名前が一致し、お互いの役割を認識し普段からつながれ
る関係づくり
●地域の子育て支援活動の情報発信
●０～５歳児を持つ世帯に対する実態調査

2017年度の
目標の達成状況

区分

達成区分の理由
（区分5、4、
2、1）

数値で把握する
ことが可能な事
業

種類 数値指標の内容 2015年度 2016年度 2017年度 単位

活動指標 連携会議の開催 実績値 3 2 2 回

回

　 実績値 （見込み） 回

活動指標 地域会議の開催 実績値 3 3 3

枚

　 実績値 （見込み） 枚

　 実績値 （見込み）

団体

数値以外の情報
（参加者の様子や
意見、担当者の感
想、達成感など）

次年度の方針
□ 事業内容の見直し □ 事業規模拡大 □ 事業規模縮

実績値 （見込み）

上記の補足事項

□ 事業手法・執行体制 □ その他　）
□ 他事業との統合 □ 事業の廃止 □ 現状維持



<事業の基礎情報>

＜目標・実績に関する情報＞

＜次年度の方向性に関する情報＞

（

第４期多摩区地域福祉計画(主要な取組) 事業シート

事業名称 多摩区こどもの外遊び交流事業

事業所管課 地域ケア推進担当 担当者名 伊藤 連絡先 66806

事業の概要

　生活環境やライフスタイルの変化に伴い、子どもが外で体を動かして自然や人と触れ合いながら遊べ
る機会が少なくなってきています。子どもの心身の健やかな成長のために、運動場や公園など身近な自
然環境を活用した「こどもの外遊び」を推進します。
　区民が各地域で主体的に外遊びを行うことの支援や地域理解の促進、活動交流等を実施します。

実施根拠
（法令/要綱等）

多摩区こどもの外遊び交流事業実施要領

2017年度の
取組内容・目標

●地域理解促進のためのリーフレットの作成、配布。
●外遊び活動の実施支援（物品貸出・広報支援・スタッフ派遣）
●催しの計画及び運営

2017年度の
目標の達成状況

区分

達成区分の理由
（区分5、4、
2、1）

数値で把握する
ことが可能な事
業

種類 数値指標の内容 2015年度 2016年度 2017年度 単位

活動指標 地域理解促進のためのリーフレットの作成・配布 実績値 3,000 6,000 3,000 回

回

活動指標 催しの実施 実績値 3 3 3 回

活動指標 催し等を活用した広報 実績値 2 2 2

枚

　 実績値 （見込み） 枚

　 実績値 （見込み）

団体

数値以外の情報
（参加者の様子や
意見、担当者の感
想、達成感など）

次年度の方針
□ 事業内容の見直し □ 事業規模拡大 □ 事業規模縮

実績値 （見込み）

上記の補足事項

□ 事業手法・執行体制 □ その他　）
□ 他事業との統合 □ 事業の廃止 □ 現状維持



<事業の基礎情報>

＜目標・実績に関する情報＞

＜次年度の方向性に関する情報＞

（

201７年度の
目標の達成状況

区分

達成区分の理由
（区分5、4、
2、1）

数値で把握する
ことが可能な事
業

種類

4（見込み） 回

1 6（見込み）

活動指標
生田地区における、モデル事業手法の普及のための
ワークショップやシンポジウムの実施

実績値 4

事業の概要

　川崎市地域包括ケアシステム推進ビジョン及び第４期多摩区地域福祉計画の基本理念である「誰もが
住みなれた地域や望む場で、安心して暮らし続けし続けるために」を目指して、地域課題の把握や課題
解決に向けた取組を進めます。
　また、保健福祉活動を行う住民や団体が、地域福祉についての知識と意識を高め、行政や関係機関を
含め情報の共有や交流を図ることで、地域のつながりづくりに係る取組が、各地域に広がる土台づくり
を進めます。

実施根拠
（法令/要綱等）

川崎市地域包括ケアシステム推進ビジョン
第４期市（区）地域福祉計画

201７年度の
取組内容・目標

●昨年度実施した、かりがね台自治会地域モデル事業の「住民主体による課題解決の取組」の手法・内
容の生田地区内への普及啓発
●中野島地区における「中野島つながり愛プロジェクト」の継続実施
●稲田地区・登戸地区・菅地区で、それぞれの区域特性に応じた、多世代で支え合う地域づくりをする
ためのワークショップ・勉強会等の開催
●区内の地域情報を集約した「地区資料（マップ・カルテ）」の利活用に向けた更新・検討委員会の開
催
●「チーム・たま」と連携した市民公開講演会の開催

第４期多摩区地域福祉計画(主要な取組) 事業シート

事業名称 多摩区地域包括ケアシステム推進事業

事業所管課 地域ケア推進担当 担当者名 石垣 連絡先 66804

数値指標の内容 2015年度 2016年度 2017年度 単位

活動指標 「チーム・たま」と連携した市民公開講演会の開催

回

活動指標
稲田・登戸・菅地区におけるキーマンへのヒアリング
及び啓発活動（講演会、ワークショップなど）

実績値 50（見込み） 回

活動指標
中野島つながり愛プロジェクト協議会及び作業部会の
開催、まち・人・くらしプロモーター研修の実施

実績値 1 19 （見込み）

人

実績値 2 1 2（見込み）

数値以外の情報
（参加者の様子や
意見、担当者の感
想、達成感など）

次年度の方針
□ 事業内容の見直し □ 事業規模拡大 □ 事業規模縮

回実績値活動指標
区内の地域情報を集約した「地域資料」を作成及び更
新、検討部会の開催

活動指標 実績値

回

実績値 約770 約250 約500（見込み）

上記の補足事項

□ 事業手法・執行体制 □ その他　）
□ 他事業との統合 □ 事業の廃止 □ 現状維持



<事業の基礎情報>

＜目標・実績に関する情報＞

＜次年度の方向性に関する情報＞

（

上記の補足事項

□ 事業手法・執行体制 □ その他　）
□ 他事業との統合 □ 事業の廃止 □ 現状維持

枚

数値以外の情報
（参加者の様子や
意見、担当者の感
想、達成感など）

次年度の方針
□ 事業内容の見直し □ 事業規模拡 □ 事業規模縮

活動指標 実績値

数値で把握する
ことが可能な事
業

人

認知症サポータ養成講座の実施

人

活動指標
ＤＶＤ・広報用リーフレットを活用した広報の実
施

実績値 約800 人

実績値 約180

地域包括ケアシステムシンポジウム「多世代でつ
むぐ支え合いのまち多摩区」の開催

実績値

活動指標

活動指標
7(小学校)
1(中学校)

14(小学校)
2(中学校)

校

活動指標 実績値 約900 約1800

実績値 1 回

単位

実績値 1 回

地域包括ケアシステム勉強会の開催活動指標

人実績値 約100

種類 数値指標の内容 2015年度 2016年度 2017年度

第４期多摩区地域福祉計画(主要な取組) 事業シート

事業名称 地域福祉啓発事業

事業所管課 地域ケア推進担当 担当者名 石垣 連絡先 66804

事業の概要

　地域福祉の概念は、「住み慣れた地域社会の中で、家族、近隣の人々、知人、友人、地域などとの
社会関係を保ち、自らの能力を最大限発揮し、誰もが自分らしく、誇りを持って、家族及び地域の一員
として、日常生活を送ることができるような状態をつくっていくこと」であり、自分たちで取り組む
【自助】、相互に助け合う【共助（互助）】、公的なサービスの提供【公助】が必要である。普段地域
福祉に係わりがない区民に対し、さまざまなツールを用いて、地域福祉（共生社会）の意識を図りま
す。

実施根拠
（法令/要綱等）

川崎市地域包括ケアシステム推進ビジョン
第４期市（区）地域福祉計画

201７年度の
取組内容・目標

●地域包括ケアシステムの推進に係る、勉強会・シンポジウムの開催
●認知症サポータ養成講座の実施《区内小学校（14校）、中学校（2校）》
●地域包括ケアシステムの紹介ＤＶＤ・広報用リーフレットを活用した広報の実施

201７年度の
目標の達成状況

区分

達成区分の理由
（区分5、4、
2、1）



<事業の基礎情報>

＜目標・実績に関する情報＞

＜次年度の方向性に関する情報＞

（

第４期多摩区地域福祉計画(主要な取組) 事業シート

事業名称 多摩区地域課題対応事業「地域人材育成事業」

事業所管課 生涯学習支援課 担当者名 大寺 連絡先 内線66906

事業の概要

　多摩区では、平成２６年３月に「多摩区地域人材育成基本方針」を策定し、現基本方針に基づいた人
材育成に努めてきた。
現基本方針の策定から３年を経過し、区民主体のまちづくりの推進、持続可能な市民活動の活性化に向
けた地域活動の担い手の発掘と育成、地域人材のネットワークづくり等、区内の地域人材育成の効果
的・効率的な手法や事業のあり方等について検証を行って課題を整理し、区民意見を聴取・反映して、
「新・多摩区地域人材育成基本方針」を策定する、

実施根拠
（法令/要綱等）

多摩区地域人材育成基本方針

2017年度の
取組内容・目標

●地域人材の育成・活用に関しての課題を整理・検討し、「多摩区地域人材育成基本方針」を策定。
●市民活動・生涯学習活動を希望する地域人材・団体の活動活性化のための試行事業の実施。
●『多摩区市民活動人材情報ねっと』の周知・登録促進、活用。

2017年度の
目標の達成状況

区分

達成区分の理由
（区分5、4、
2、1）

数値で把握する
ことが可能な事
業

種類 数値指標の内容 2015年度 2016年度 2017年度 単位

活動指標
「市民活動人材情報ねっと」における地域人材登録者
数（個人・団体）

実績値 15 3 件

人

活動指標
生涯学習活動・市民活動相談ボランティア養成講座の
参加者数

実績値 9 13 人

活動指標 市民活動研修の参加者数 実績値 24 15

人

枚

団体

数値以外の情報
（参加者の様子や
意見、担当者の感
想、達成感など）

次年度の方針
□ 事業内容の見直し □ 事業規模拡大 □ 事業規模縮

上記の補足事項

□ 事業手法・執行体制 □ その他　）
□ 他事業との統合 □ 事業の廃止 □ 現状維持


